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時価総額

設立 1922年9月2日

総資産額

1兆1,522億円

2兆6,520億円

         (2023年度連結）

営業収益 1兆378億円

（2023年度連結）

従業員数

株式上場 東証プライム（9005）

事業内容

鉄軌道事業、不動産事業、

生活サービス事業、

ホテル・リゾート事業 など

１．東急株式会社 会社概要   

(2024年3月末時点)
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23,502名（連結）



1. 会社概要 - 東急線沿線地域について

沿線消費支出規模

人 口

東急線沿線地域

（ 東急線の通る17市区 ）

552万人（外国人含む）

（住民基本台帳 2023年1月1日現在）

９.０兆円

東京首都圏

住んでみたい街アンケート 2023年

1位 目黒

2位 恵比寿

3位 横浜

4位 自由が丘

5位 品川

6位 吉祥寺

7位 二子玉川

8位 中目黒

9位 表参道

10位 代々木上原
2

出所：MAJOR7 マンショントレンド調査

出所：東京都区部、横浜市、川崎市各々の「全世帯平均消費支出」



１.会社概要 - 東急線沿線の状況（将来人口推計）   
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・日本全体では人口が減少しているものの、当社沿線人口は2040年度までは増加の予想
・住みたい街・沿線を複数有しており、今後も継続的な人口増加が期待できる

出所：国勢調査（2000～2020年）、国立社会保障・人口問題研究所（2023年推計）



１．会社概要 - 事業規模（2023年度決算）
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交通

19.3%

不動産

25.8%生活サービス

46.8%

ホテル・リゾート

8.1%

営業収益合計

10,378億円

営業収益構成比

交通

33.9%

不動産

51.5%

生活サービス

13.8%

ホテル・リゾート

0.8%

営業利益構成比

営業利益合計

949億円



1. 会社概要 - 交通インフラ事業

営業キロ数：110.7km（2024年3月末時点）

輸送人員数：2023年度 10億52百万人
（コロナ禍前（2019年度）11億8,726万人）

（鉄軌道業）
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東急新横浜線



1. 会社概要 - 不動産事業
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１．会社概要 - 生活サービス事業

街なかの店舗・
サービス

多様な世代とお客さま
との対面による接点

百貨店
（東急百貨店）

ショッピングセンター
（東急モールズデベロップメント・
SHIBUYA109エンタテイメント）

スーパー
（東急ストア）

駅ナカ店舗
（東急ストア、

東急グルメフロントほか）

保育（学童・未就学児）
（キッズベースキャンプ）

シネマコンプレックス
（東急レクリエーション）

スポーツ
（東急スポーツシステム）

人生100年時代のパートナー
(東急ラヴィエール)

家ナカサービス

沿線の各家庭と繋がる
生活インフラ（通信・
エネルギー）の提供

ケーブルテレビ
（イッツ・コミュニケーションズ）

ホーム・コンビニエンス でんき＆ガス
（東急パワーサプライ）

警備、セキュリティ
（東急セキュリティ）

組み合わせに
よる付加価値創出

各事業の商品・サービ
スや顧客基盤を融合・
連携させ、顧客獲得の
効果や提供価値を拡大

TOKYU POINT
（東急カード）

TOKYU ROYAL CLUB
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1. 会社概要 - ホテル・リゾート施設
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２．中期経営計画  ２０２４年 - ２０２６年
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交通/不動産を軸とした事業間シナジーと再投資により持続的成長を実現する長期循環型事業

～目指すビジネスモデル～



２．中期経営計画  ２０２４年 - ２０２６年
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外部環境の変化が継続する中、本計画の３か年を再起動の期間と位置づけ、

事業戦略・コーポレート戦略の推進により経営基盤を強化するとともに

   資本効率等を重視する経営への転換を図り、持続的な企業価値の向上につなげる

～基本方針～



２．中期経営計画  ２０２４年 - ２０２６年
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～経営指標～

コロナ禍から収益回復を果たす一方、工事費高騰や金利動向などが経営リスクとして顕在化

規模拡大のみならず 効率性や財務健全性を重視し、株主資本コストを意識した経営を推進

*1 事業利益＝営業利益＋上場会社を除く持分法投資損益 ＋不動産事業等に係る受取配当
*2 東急EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却額＋固定資産除却費+受取利息配当+持分法投資損益
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3. 具体的な施策 - 交通インフラ事業
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3. 交通インフラ事業 - さらなる鉄道ネットワーク整備（利便性向上）

溜池山王、

大手町 方面

日吉

みなとみらい、

元町･中華街 方面

渋 谷

自由が丘
多摩川

目黒

新横浜

横 浜

東横線

目黒線

東急多摩川線武蔵小杉

相鉄線方面

相鉄・東急直通線事業（東急新横浜線）

・日吉駅～羽沢横浜国大駅間に約10kmの連絡線を新設
・上記のうち日吉駅～新横浜駅間の路線名称

→東急新横浜線

概 要

・東急線沿線から新横浜（新幹線）へのアクセス向上
・相鉄線との相互直通運転による新たな鉄道ネットワーク
の形成

効 果

開業日 2023年3月18日

羽田空港

渋谷駅周辺

再開発

MM21地区

羽田空港方面

蒲 田

新横浜 渋 谷東横線経由

約11分 短縮

41分   30分▼

新綱島

東海道新幹線

新宿三丁目、

池袋 方面
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新空港線(蒲蒲線) 計画

・空港アクセスの向上に資するプロジェクト概 要

・東急線沿線地域から羽田空港へのアクセス強化
・羽田空港とのネットワークの形成による利便性の向上
・大田区エリア内の人流活性化効果にも期待

効 果

進捗
2022年10月に大田区と東急電鉄(株)は新空港線整備に
向け第三セクター「羽田エアポートライン(株)」を設立
(出資比率は大田区61%、東急電鉄39%)



3. 交通インフラ事業 - 空港運営事業の概要
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3. 具体的な施策 - 不動産事業

15

東急線沿線での街づくりへの取り組み・効果



3. 具体的な施策 - 不動産事業

⚫ 当社の最重要拠点である渋谷の未来に向け、過去より官民連携も含めた複層的な取り組みを推進

渋谷駅周辺における再開発の取り組み

Shibuya Upper West Project
（東急百貨店本店跡地）

開発中

駅中心５街区での開発
進行中の再開発計画の着実な推進

連続性・一体性を高める
新たな歩行者ネットワークの整備

駅周辺部に開発エリアを拡大
エンタテイメントシティSHIBUYAの

象徴となるにぎわいの軸の創出

渋谷スクランブルスクエア
（中央棟、西棟）

開発中

再開発の取り組み状況

2024年7月8日

渋谷アクシュ開業

※東急不動産㈱が参加組合員として参画

2024年7月25日

Shibuya Sakura Stage 開業

16



3. 具体的な施策 - 不動産事業（推進中の主な開発計画）
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渋谷スクランブルスクエア
（中央棟・西棟）

⚫敷地⾯積：約15,300㎡（東棟含む）

⚫延床⾯積：約276,000㎡（東棟含む）

⚫⽤途：事務所、店舗、展望施設等
（東棟含む）

⚫開業：2027年度（予定）

Shibuya Upper West Project

⚫レジデンス機能を含むワールドクラスクオリティ

の施設を渋谷エリアに創出

⚫東急グループとLCREとのパートナーシップによる

共同開発 

（事業主：東急、L Catterton Real Estate、東急百貨店）

Image by Proloog / Copyright：Snøhetta

⚫敷地⾯積：約13,675㎡

⚫延床⾯積：約120,000㎡
※既設Bunkamura含む

⚫階数：地上34階、地下4階

⚫高さ：約155.8ｍ

⚫⽤途：リテール、ホテル、
レジデンス等

⚫竣工：2027年度（予定）

⚫ 今後の開発計画については工事費高騰等と収支への影響を精査し、必要に応じて軌道修正を実施

藤が丘駅前地区再整備基本計画

⚫横浜市と学校法人昭和大学と共に目指す

豊かな緑に囲まれ、人にやさしく

多世代が元気に暮らせる

「駅前施設・病院・公園」が

一体となった新たなまちづくり

整備対象範囲：

東急田園都市線藤が丘駅周辺の約6haの区域

（藤が丘SC、昭和大学藤が丘病院、藤が丘駅前公園等含む）

中間拠点駅の開発

▎鷺沼

事業協力者として

都市機能の複合的整備

渋谷エリア 沿線エリア

⚫ 2027年度の開業を予定

⚫現在のJR渋谷駅の直上に地上１０階、

地下2階、高さ約61メートルの中央棟と、

解体中の東急百貨店東横店の跡地周辺に

地上13階、地下5階、高さ約76メートル  

の西棟を計画中



■渋谷駅東口エリアに新たな賑わいを創出

「街と街をつなぐ」
青山（ＡＯＹＡＭＡ）と渋谷（ＳＨＩＢＵＹＡ）の

街をつなぎ（Ⅹ：交差する）、多種多様な人々が行き交う

場所で、交流を誘発する施設となることを目指します。

3. 具体的な施策 - 不動産事業（渋谷アクシュ）

劇場
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■1～4F 商業施設 

新業態や初出店の店舗を含む飲食テナント、アートギャラリー、

健診センターなど１５テナントが出店。

■5-23F オフィス

渋谷エリアでニーズの高い、駅に隣接し利便性に優れたハイグ

レードなオフィス（総賃貸面積２４，９５０㎡、基準階面

積約１，３２５㎡）を提供。 ■1-2Fをつなぐアトリウム 

縦動線を整備することで、周辺エリアへのフラットなアクセスを

実現。広々とした吹き抜け空間を活かし、インテリアグリーンを

手掛けるＳＯＬＳＯ（株式会社ＤＡＩＳHＩＺＥＮ）と

協働し、植栽を充実させて緑量豊かな空間としました。

■広場（ＳＨＩＢＵスポット、ＡＯスポット）

ＳＨＩＢＵスポット（渋谷駅方面の広場）では大型シース

ルービジョンの設置やキッチンカーの出店などで賑わいを創出。

ＡＯスポット（青山方面の広場）では現代アートギャラリー

NANZUKAによるパブリックアートプロジェクト「NANZUKA 

PUBLIC」を展開。

■階段室（たまりば）

3階に位置する約35㎡の階段型の

ユニークスペース。

幅広い用途で使用可能。

提供：渋谷アクシュ



3. 具体的な施策 - 不動産事業（海外における不動産事業）
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3. 具体的な施策 - ホテル事業の取組み
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４. 東急とESG - ESGへの取り組み
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４. 東急とESG - 環境ビジョン2030

22

なにげない日々が、未来をうごかす
環境と調和する
街のイメージ

環境ビジョン2030

移動する
■CO₂フリーな移動
■効率的・シームレスな移動

暮らす・遊ぶ
■手軽なエコ・エシカル生活
■創エネ・低環境負荷住宅
■自然環境保全・教育

働く
■環境配慮型オフィス
■オープンイノベーション

日々の支え
■デジタルテクノロジー
■自然災害への備え・対応

│日々の生活シーン│ │実現のポイント│

チャレンジ目標を掲げる

1

あらゆるステークスホルダー
とのパートナーシップで

取り組む

2

環境に良い行動変容を
後押しするサービスを

提供する

3



４. 東急とESG - 環境ビジョン2030（数値目標）
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４. 東急とESG - ESGへの取り組み

鉄軌道全路線の再生可能エネルギー由来電力100％化

日本初！

環境性能を向上させた2020系 駅施設の使用電力も再エネ100％化

日々の生活が環境に配慮した行動となり、
ＳＤＧｓの実現に繋がるまちづくりを通し、
皆さまと共に脱炭素・循環型社会を実現することを目指す

24



南町田グランベリーパークが「地球環境大賞」大賞を受賞

４. 東急とESG - ESGへの取り組み
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４. 東急とESG - ESGへの取り組み
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４. 東急とESG - ESGへの取り組み

安全性・安定性の確保に向けた取り組み「３つの100％」

ホームドア
センサー付固定式ホーム柵 車内防犯カメラ 踏切障害物検知装置

⇒３つすべて東急線全線への設置１００％を達成

27
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５．決算について- 2023年度実績
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⚫ 営業収益・営業利益は、交通事業やホテル・リゾート事業を中心に、利⽤者数の回復が見られたことに

加え、不動産事業におけるマンション販売の増加や鉄道の運賃改定等により増収、増益

⚫ 親会社株主に帰属する当期純利益は、営業利益の増益に加え、持分法投資利益の増加等により増益

（億円）

2022年度

実績

2023年度

実績
対前年

営業収益 9,312 10,378 +1,065
（+11.4%）

営業利益 446 949 +503
（+112.8%）

不動産販売業 営業利益 66 176
+109

（+165.7%）

不動産販売業を除く営業利益 379 772
+393

（+103.5%）

事業利益 452 955 +503
（+111.3%）

経常利益 473 992 +519
（+109.6%）

親会社株主に帰属する

当期純利益 259 637 +377
（+145.3%）

2023年度

2月予想
対予想

10,414 △35
（△0.3%）

900 +49
（+5.5%）

178
△2

（△1.5%）

721
+51

（+7.2%）

903 +52
（+5.7%）

938 +54
（+5.9%）

600 +37
（+6.3%）

※ 事業利益＝ 営業利益＋上場会社を除く持分法投資損益 ＋不動産事業等に係る受取配当



５．決算について- 2023年度実績
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５．決算について- 2024年度業績予想（2024年度第1四半期決算時点）
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⚫ 営業収益・営業利益は、 ホテル・リゾート事業や生活サービス事業を中心に利⽤者数の増加を見込むものの、不動産事業

におけるマンション引渡戸数の減少に加え、従業員の待遇改善や採⽤人数拡大に伴う人件費の増加等を織り込み増収・減益

※ 事業利益＝ 営業利益＋上場会社を除く持分法投資損益 ＋不動産事業等に係る受取配当

※2024年度業績予想については、セグメント変更による影響を精査し、不動産事業、ホテル・リゾート事業における営業収益を

2024年5月13日の公表値より修正しております。なお、各セグメントの営業利益については変更ございません。
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５．決算について - 2024年度業績予想（2024年度第1四半期決算時点）
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６．株主還元
2024年度株主還元の考え方

32

15        15        15

17.5

（円）

機動的かつ積極的に実施

（中期経営計画３か年通算での総還元性向も勘案しつつ実施時期・規模を検討する）

資本政策

自己株式取得等

※ 業績に多大な影響を与える事態等が発生した場合を除く

2024年度は一株当たり年間22円を予定

安定配当を継続し、利益成長に応じた配当金の持続的な増加を目指す

（中期３か年経営計画期間中（2024年度~2026年度）は1株あたり配当金21円を下限とする）

（中長期では業績や資金状況をふまえつつ配当性向30％を意識する）
配当方針

資本政策

自己株式取得等

配当方針

2024年度は一株当たり年間22円を予定

資本政策

自己株式取得等

配当方針



６．株主還元 - 株主優待

33

109シネマズ
映画鑑賞優待券

100株以上ご所有の株主さまには、ご所有株式数に応じ、東急線または東急バスにご乗車いただける株主優待乗車証や、
東急グループ各施設でお買い物・ご宿泊などにご利用いただける株主ご優待券をお送りしております。



６．株主還元 - 株主優待

直近の優待制度改定ポイント
①2022年9月基準日より100株～もらえる優待！

② 2023年3月基準日より映画鑑賞優待が追加！(500株以上ご所有の場合)

株主優待の発行基準を引き下げ
 これまで：２００株以上ご所有の株主さま～

 改定後 ：１００株以上ご所有の株主さま～

■東急レクリエーションが運営する109シネマズ各映画館を、お得な料金でご利用いただける映画鑑賞
優待券を追加いたしました。

■共通ご招待券に、Bunkamura ザ・ミュージアム／五島美術館に加え、

Bunkamura ル・シネマ渋谷宮下を新たに追加いたしました。
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＜ご参考＞ 各種資料は下記よりご確認ください

株主・投資家の皆さまへ 中期経営計画

決算資料

https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir/management
/midplan.html

https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir/library/result.
html

統合報告書

https://www.tokyu.co.jp/ir/investors.html

https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir/library/integrated_re
port.html

株主優待内容

https://ir.tokyu.co.jp/ja/ir/stock_bond/c
omplimentary.html

環境ビジョン2030

https://s3-ap-northeast-
1.amazonaws.com/sustainability-cms-tokyucorp-
s3/pdf/Environmental_Vision_2030.pdf
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